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一般国道９号名和淀江道路の改築に伴う発掘調査は、平成１２年度から行われ、平成

２２年度末時点で遺跡数は３２遺跡、調査面積は延べ約２２万平方メートル以上に及ん

でいます。

この発掘調査は、平成１７年度から鳥取県直営の事業となり、鳥取県埋蔵文化財セン

ターが担当することとなりました。

そのうち、大山町にある松河原上奥田第２遺跡、下市前築地遺跡では、縄文時代の落

とし穴、古墳時代の住居跡などを検出するに至り、この地域の歴史を解明するための重

要な資料を確認することができました。

鳥取県埋蔵文化財センターでは、発掘調査により明らかとなった遺跡や出土品を活用

し、その普及啓発に努めることも重要な業務としております。

下市前築地遺跡では現地説明会を開催し、多くの方々にその素晴らしさを実感してい

ただきました。

本書は、その調査結果を報告書としてまとめたものです。この報告書が、郷土の歴史

を解き明かしていく一助となり、埋蔵文化財が郷土の誇りとなることを期待しておりま

す。

本書をまとめるにあたり、国土交通省倉吉河川国道事務所、地元関係者の方々には、

一方ならぬ御指導、御協力を頂きました。心から感謝し、厚く御礼申し上げます。

　平成２４年３月
鳥取県埋蔵文化財センター　　

所　長　久保　穰二朗　　



序　文

一般国道９号は山陰地方を東西に結ぶ主要幹線道路であり、広域交通はもとより、観

光交通、生活交通など、多様な交通を担う重要な路線です。

このうち、国土交通省倉吉河川国道事務所は、鳥取市青谷町から米子市（鳥取－島根

県境）までを管轄しており、時代の要請に沿った各種の道路整備事業を実施していると

ころです。

名和淀江道路は、西伯郡大山町から米子市淀江町にかけての多種多様な交通による交

通混雑の緩和、安全・円滑な交通の確保のほか、災害時の緊急輸送路の代替路線として

の機能分担などを目的とし、さらに山陰の地方都市間の連携を強化するとともに、環日

本海交流の基幹軸の一翼を担う高規格幹線道路（自動車専用道路）として整備を行ってい

ます。

このルートには、多数の埋蔵文化財包蔵地がありますが、鳥取県教育委員会と協議を

行い、文化財保護法第９４条の規定に基づき、鳥取県教育委員会教育長に通知した結果、

事前に発掘調査を実施し、記録保存を行うこととなりました。

平成２２年度は「小竹上鷹ノ尾遺跡」、「松河原上奥田第２遺跡」、「豊成叶林遺跡」、「下

市前築地遺跡」の４遺跡の本調査について、鳥取県埋蔵文化財センターと発掘調査の委

託契約を締結し、発掘調査を行いました。

 本書は、上記のうち、「松河原上奥田第２遺跡」及び「下市前築地遺跡」の調査結果をま

とめたものです。この貴重な記録が、文化財に対する認識と理解を深めるため、ならび

に、教育及び学術研究のために広く活用されることを願うと同時に、国土交通省の道路

事業が、文化財保護に深い関心を持ち、記録保存に努力していることをご理解いただけ

れば幸いと存じます。

事前の協議をはじめ、現地での調査から報告書の編集に至るまでご尽力いただいた鳥

取県埋蔵文化財センターの関係者に対して、心から感謝申し上げます。

平成２４年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省　倉吉河川国道事務所

所長　　江角　忠也　



例 言
１．本報告書は、国土交通省倉吉河川国道事務所の委託により、鳥取県埋蔵文化財センターが、一般

　　国道９号（名和淀江道路）の改築に伴う埋蔵文化財発掘調査事業として、平成22年度に行った松
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遺跡の発掘調査報告書である。

２．本報告書に収載した遺跡の所在地及び調査面積は以下のとおりである。

　　松河原上奥田第２遺跡　西伯郡大山町松河原上奥田外　　　調査面積：２，８８３㎡

　　下市前築地遺跡　　　　西伯郡大山町下市前築地481－3　　調査面積：２，１８７㎡

　　

３．本報告書で示す標高は、国土交通省が設置した３級基準点H18－3－2の67.947ｍ（松河原上奥田第

２遺跡）、国土交通省が設置した２級基準点H18－2－1の75.640ｍ（下市前築地遺跡）を基準とする

標高値を使用した。方位は公共座標北を示す。磁北は、座標北に対し、両遺跡とも約7°03′西偏

する。なお、Ｘ：、Ｙ：の数値は世界測地系に準拠した公共座標第Ⅴ系の座標値である。

４．本報告書に掲載した地形図は、大山町作成の1/5,000「大山町地形図」を使用した。

５．本報告にあたり、以下の内容を業者委託した。

　　調査前後航空写真撮影、調査前後地形測量、出土炭化物の年代測定

６．本報告書に掲載した遺物の実測・浄書は埋蔵文化財センターで行った。

７．本報告書で使用した遺構・遺物写真は調査担当職員が撮影した。

８．本報告書の編集は濵・濵本・八峠・門脇・中村が行った。執筆は調査担当職員が分担して行い、

目次に執筆者名を記した。

９．発掘調査によって作成された図面・写真などの記録類、出土遺物は鳥取県埋蔵文化財センターに

保管している。

10．現地調査及び報告書作成にあたっては、大山町教育委員会に御協力いただいた。明記して深謝い

たします。



表１　松河原上奥田第２遺跡・下市前築地遺跡新旧遺構名対照表

１．遺物の注記における遺跡名には以下の略語を用い、併せて「遺構名、遺物番号、日付」を記入した。

　　松河原上奥田第２遺跡：上オクタ　下市前築地遺跡：シモマエ

２．本報告書で用いた遺構の略号は以下のとおりである。

　　P：柱穴・ピット

３． 本調査における遺構番号（新）は発掘調査時のもの（旧）と変更している。新旧の遺構名・番号の対応は新旧遺構対

照表（表１）で示している。

４．本書における実測図の縮尺については、特殊なものを除き基本的に以下の縮尺としている。

　　遺構図　竪穴住居跡：1/60、掘立柱建物跡：1/40、土坑：1/40、テラス状遺構：1/60　溝：1/40・1/100

　　　　　　ピット：1/40

　　遺物出土状況図：1/20

　　遺物実測図　土器：1/3・1/4・1/6、石器：1/3・2/3、鉄器・銭貨：1/2

５．本書における土層名称は、基本的には『新版 標準土色帖』による。

６．遺構図・遺物実測図に用いたトーン及び記号は、特に説明がない限り以下のとおりである。

　    　　　　：石器磨り面　Ｓ：石器・礫　Ｆ：鉄器　Ｂ：銭貨

７．遺物実測図の断面は須恵器を黒塗りとし、それ以外のものは白抜きで示している。また、遺物実測図中における

　　記号は以下のとおりである。

　　　→：ケズリの方向（砂粒の動き）

８．遺物観察表の法量記載における※は推定復元値、△は現存値を示す。

９．本報告書における遺構・遺物の時期決定は下記参考文献を参照した。

参考文献

青木遺跡発掘調査団 1978 「第Ⅳ章 考察編 第１節 土器論」 鳥取県教育委員会

巽淳一郎 1979 「Ⅲ遺物２ 土器類」『伯耆国庁跡発掘調査概報（５・６次）』 倉吉市教育委員会

小林達雄編 1989 『縄文土器大観４』 小学館

小林謙一 2008 「縄文時代の暦年代」『縄文時代の考古学２ 歴史のものさし －縄文時代研究の編年体系－』同成社　

牧本哲雄 1999 「古墳時代の土器について」 『長瀬高浜遺跡Ⅷ・園第６遺跡』 財団法人鳥取県教育文化財団

新遺構名 旧遺構名 新遺構名 旧遺構名
土坑１ SK８ 竪穴住居跡１ SI１
土坑２ SK10 掘立柱建物跡１ SB１
土坑３ SK７ テラス状遺構１ SS１
土坑４ SK９ 溝１ SD１
土坑５ SK11 溝２ SD２
土坑６ SK12 溝３ SD３
土坑７ SK５

凡 例

下市前築地遺跡松河原上奥田第２遺跡
新遺構名 旧遺構名 新遺構名 旧遺構名
土坑１ SK６ 土坑９ SK３
土坑２ SK８ 土坑10 SK４
土坑３ SK10 土坑11 SK５
土坑４ SK11 土坑12 SK７
土坑５ SK９ 竪穴住居跡１ SI１
土坑６ SK14 竪穴住居跡２ SI２
土坑７ SK１ 竪穴住居跡３ SI３
土坑８ SK２
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 ３．竪穴住居跡１床面検出状況（北から）
 ４．竪穴住居跡１東西ベルト土層断面
 　　（東半：北西から）
 ５．竪穴住居跡１南北ベルト土層断面
　 　　（北半：西から）
PL.6 １．竪穴住居跡２完掘状況（北西から）
 ２．竪穴住居跡２遺物出土状況（南西から）
 ３．竪穴住居跡２東西ベルト土層断面
 　　（南西から）
PL.7 １．竪穴住居跡３完掘状況（北から）

 ２．竪穴住居跡３土層断面（北東から）
 ３．竪穴住居跡３土層断面（南西から）
PL.8 １．土坑７完掘状況（北から）
 ２．土坑７土層断面（北から）
 ３．土坑７遺物出土状況（北西から）
 ４．土坑７遺物出土状況（南西から）
 ５．土坑８完掘状況（西から）
 ６．土坑８土層断面（西から）
PL.9 １．土坑９完掘状況（北東から）
 ２．土坑９土層断面（北東から）
 ３．土坑10完掘状況（南東から）
 ４．土坑10土層断面（北西から）
 ５．土坑11完掘状況（東から）
 ６．土坑11土層断面（南から）
PL.10 １．土坑12完掘状況（北東から）
 ２．土坑12土層断面（南東から）
 ３．溝１～５完掘状況（北から）
PL.11  １．道路状遺構１・溝１完掘状況（北から）
 ２．溝１土層断面（北から）
 ３．溝２完掘状況（北から）
 ４．溝２土層断面（北から）
 ５．溝５完掘状況（北から）
 ６．溝５土層断面（北から）
PL.12 １．道路状遺構１・２、溝１完掘状況
 　　（北から）
 ２．道路状遺構１土層断面（Ｄ７グリッド：
 　　北から）
 ３．道路状遺構１土層断面（Ｄ８グリッド：
 　　北から）
PL.13 １．１区北壁土層断面（南から）
 ２．１区南壁土層断面（北から）
 ３．２区南北土層断面（北東から）

表11　出土土器観察表（1） ………………………60
表12　出土土器観察表（2） ………………………61
表13　出土土器観察表（3） ………………………62
表14　出土石器観察表……………………………62

表15　出土鉄器・銭貨観察表……………………62
表16　測定試料及び処理…………………………63
表17　放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果
　　　………………………………………………64



PL.14 １．土坑３・５・６、包含層出土縄文土
　　　　　  器
 ２．竪穴住居跡１・２出土土器
PL.15 １．竪穴住居跡１出土土器
 ２．包含層出土土器
 ３．土坑７出土土器
PL.16 １．包含層出土土器
 ２．竪穴住居跡１、土坑５、包含層、撹
　　　　　  乱土出土石器
下市前築地遺跡
PL.17 １．調査地全景（調査後：南東から）
 ２．調査地全景（調査前：東から）
PL.18 １．調査地全景（調査後：北から）
 ２．調査地全景（調査前：西から）
 ３．調査地全景（調査前：北から）
 ４．調査地全景（調査後：北から）
PL.19 １．東西ベルト（Ａ－Ａ’西側）土層断面
 　　（南東から）
 ２．東西ベルト（Ｂ－Ｂ’西側）土層断面
 　　（南東から）
 ３．南北ベルト（Ｃ－Ｃ’北側）土層断面
 　　（南西から）
 ４．南北ベルト（Ｃ－Ｃ’南側）土層断面
 　　（北西から）
PL.20 １．土坑１検出状況（南から）
 ２．土坑１完掘状況（東から）
 ３．土坑１土層断面（東から）
 ４．土坑１完掘状況（北から）
PL.21 １．土坑２土層断面（南西から）
 ２．土坑２完掘状況（北から）
 ３．土坑３土層断面（南から）
 ４．土坑３完掘状況（東から）
 ５．土坑４土層断面（南から）
 ６．土坑４完掘状況（北から）
PL.22 １．土坑５土層断面（南西から）
 ２．土坑５完掘状況（南から）
 ３．土坑６土層断面（西から）
 ４．土坑６検出状況（南から）
 ５．竪穴住居跡１検出状況（南から）
PL.23 １．竪穴住居跡１南北ベルト南側土層
 　　断面（東から）
 ２．竪穴住居跡１南北ベルト北側土層
 　　断面（東から）
 ３．竪穴住居跡１東西ベルト土層断面
 　　（南から）
　 ４．竪穴住居跡１Ｐ５土層断面（南から）
 ５．竪穴住居跡１床面検出状況（南から）
PL.24 １．竪穴住居跡１遺物出土状況（南から）
 ２．竪穴住居跡１遺物（57）出土状況

（西から）

 ３．竪穴住居跡１遺物（51）出土状況
（東から）

 ４．竪穴住居跡１遺物（53）出土状況
（北西から）

 
PL.25 １．竪穴住居跡１完掘状況（南西から）
 ２．竪穴住居跡１完掘状況（南から）
 ３．竪穴住居跡１貼床除去後状況
 　　（南西から）
 ４．竪穴住居跡１貼床南側土層断面
 　　（南東から）
 ５．竪穴住居跡１貼床北側土層断面
 　　（南東から）
PL.26 １．掘立柱建物跡１検出状況（南から）
 ２．掘立柱建物跡１完掘状況（南から）
 ３．テラス状遺構１土層断面（北東から）
 ４．テラス状遺構１検出状況（東から）
 ５．テラス状遺構１中央土坑完掘状況
 　　（南西から）
 ６．テラス状遺構１完掘状況（北から）
PL.27 １．溝１東側検出状況（東から）
 ２．溝１土層断面（Ｂ－Ｂ’）（西から）
 ３．溝１（新）完掘状況（南西から）
 ４．溝１完掘状況（東から）
 ５．溝１完掘状況（西から）
PL.28 １．溝２検出状況（北から）
 ２．溝２検出状況（南から）
 ３．溝２土層断面（B－B’）（南から）
 ４．溝２完掘状況（南から）
 ５．溝３南壁面土層断面（北から）
 ６．溝３完掘状況（北から）
PL.29 調査地内出土遺物（縄文土器）
PL.30 １．土坑３出土遺物（土器）
 ２．土坑３出土遺物（土器及び石器）
 ３．遺構外出土遺物（石皿）
 ４．遺構外出土遺物（石鏃・石核・スクレ 
 　　イパー・楔形石器）
 ５．土坑３及び調査地内出土遺物（磨石）
PL.31 １．遺構外出土遺物（磨石及び石皿）
 ２．竪穴住居跡１出土遺物（１）
PL.32 １．竪穴住居跡１出土遺物（２）
 ２．竪穴住居跡１出土遺物（３）
 ３．竪穴住居跡１出土遺物（４）
 ４．竪穴住居跡１出土遺物（５）
PL.33 １．竪穴住居跡１出土遺物（６）
 ２．遺構外出土遺物


